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よいしょ！
　臼と杵

き ね

でもちつきをするのは、子ども体験
学習セミナーに参加した小学生。重い杵に顔
を真っ赤にしながらも、みんなで「よいしょ！」
と声を掛け合い、昔ながらのもちつきを楽し
んでいました。（12月9日、中央公民館）

空
そ

港
ら

、交
ふれあい

流、希
ゆ

望
め

��創造都市成田

1月21日は市長選挙の投票日
中学生議会が開会
市臨時職員を募集

2・3
4〜7
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投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和
62
年
1
月

22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
18

年
10
月
13
日
ま
で
に
成
田
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
投
票

日
ま
で
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
中
の
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
選
挙
の
日

時
と
投
票
場
所
の
周
知
お
よ
び
選
挙
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
事
前
に
は
が
き
で
届
け

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
は
が
き
に
は

1
枚
で
2
人
ま
で
の
有
権
者
氏
名
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
日
に
は
、
こ

の
入
場
整
理
券
を
各
自
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、

成
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
は
、
1
月
15
日（
月
）に

発
送
す
る
予
定
で
す
。

①�

公
津
公
民
館（
第
2
投
票
区
）お
よ

び
平
成
小
学
校
体
育
館（
第
24
投
票

区
）で
投
票
し
て
い
た
人
の
一
部

が
、
公
津
の
杜
小
学
校
体
育
館（
第

39
投
票
区
）に
変
更
に
な
り
ま
す

（
下
表
参
照
）。

②�

公
津
西
土
地
区
画
整
理
区
域
内
に
住

ん
で
い
る
人
は
、
吾
妻
小
学
校
体
育

館（
第
21
投
票
区
）で
の
投
票
に
な

り
ま
す
。

③�
第
14
投
票
区
の
投
票
所
は
、
今
回
成

田
高
等
学
校
講
堂
が
使
用
で
き
な

い
た
め
、
J
A
成
田
市
サ
ン
ポ
ッ
プ

に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
12
月
27
日（
水
）ま
で
に
市

内
で
住
所
を
変
更
し
た
人（
転
居
届
を

し
た
人
）は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
。
12
月
28
日
以
降
に
住

所
を
変
更
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選挙公報は、1月17日（水）に次の新聞の朝刊に折り込まれます。
　朝日新聞、産経新聞、千葉日報、東京新聞、日本経済新聞、毎日新聞、読売新聞
　折り込み日に届かなかった場合は、次の施設にも置いてありますのでそれを利用するか、市選挙管理委員会にご連絡ください。
選挙公報を置いている施設
　 市役所1階行政資料室、下総・大栄支所、公民館（中央、成田、公津、八生、中郷、久住、豊住、遠山、橋賀台、加良部、玉造、

下総、大栄）、市立図書館、美郷台地区会館、成田赤十字病院、三里塚御料郵便局、遠山郵便局、三里塚郵便局、JA成田
市遠山支所、三里塚コミュニティセンター
即日開票
　開票は、投票日当日の午後9時15分から市体育館で行われます。
　なお、投票日は市のホームページでも、投票・開票の速報を掲示しています。
　アドレスはhttp://www.city.narita.chiba.jpです。
※くわしくは市選挙管理委員会（☎22-1111・内線3152）へ。

選挙公報は17日（水）に新聞折り込みで

これまでの投票区 変更のある住所 新しい投票区

第2投票区
（公津公民館）

飯仲（228～333、336、346～
359、360-3、361、363、364）

第39投票区
 公津の杜小
 学校体育館

第24投票区
 平成小学校
 体育館

江弁須（80-5、623-1、623-2）、
公津の杜1丁目、公津の杜2丁目、
公津の杜3丁目、公津の杜4丁目、
公津の杜5丁目、公津の杜6丁目

上記以外の住所の人は引き続きこれまでの投票所での投票となります

（ ）

大
切
な
選
挙
で
す
の
で
、必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

1
月
21
日︵
日
︶は

市
長
選
挙
の

投
票
日
で
す
！

（ ）

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら

午
後
8
時
ま
で
で
す
。

投
票
で
き
る
人

入
場
整
理
券
は

は
が
き
で
有
権
者
に

投
票
区
・

投
票
所
の
変
更

市
内
で
転
居
し
た
人
は

投
票
所
に
注
意
を
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選挙人名簿との対照の後、投票
用紙の交付を受けます。

②投票用紙の交付

　

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
人
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
期
間

　

1
月
15
日（
月
）〜
1
月
20
日（
土
）の

毎
日

●
投
票
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
投
票
で
き
る
人

　

投
票
日
に
、仕
事
や
買
い
物
、旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
り
、
投
票

所
に
行
け
な
い
人

●
期
日
前
投
票
所

　

市
役
所
4
階
期
日
前
投
票
所

　

下
総
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

　

大
栄
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

　

指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
障
が
い
の
程
度
が
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保
険
の

要
介
護
状
態
区
分
が「
要
介
護
5
」で
あ

る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
て
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

●�

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

�

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が

い
が
1
級
ま
た
は
2
級
の
人

�
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
が
1
級
ま

た
は
3
級
の
人

�

免
疫
の
障
が
い
が
1
級
か
ら
3
級

ま
で
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

�

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
が
特
別
項

症
か
ら
第
2
項
症
ま
で
の
人

�

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
が
特
別
項

症
か
ら
第
3
項
症
ま
で
の
人

③�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に「
要
介

護
5
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

●
申
請
の
手
続
き

①�

申
請
書（
申
請
者
本
人
の
署
名
が
必

要
）に
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
添
え
て
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
申
請（
申
請
手
続
き
は
代

理
の
人
で
可
）

②�

後
日
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
郵

便
な
ど
で
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が

い
の
程
度
が
一
定
の
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
代

理
の
人
に
書
い
て
も
ら
い
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
、
成
田
山
表
参
道
な
ど

で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
所

ま
で
車
を
使
用
さ
れ
る
予
定
の
人
は
、

期
日
前
投
票
制
度
の
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委

員
会︵
☎
22
︲
1
1
1
1
内
線

3
1
5
2
︶へ
。

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
を（
下
図
参
照
）

病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は

不
在
者
投
票
を

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
を

　1月21日（日）は、選挙以外での市
体育館の利用はできませんのでご注
意ください。
※�くわしくは市体育館（☎26‐7251）
へ。

お知らせ

期日前投票手続き

宣誓書の記入は簡単です！
所定の用紙に住所・氏名などを記入し、記載された理由に○を
付けるだけです。印鑑を押す必要もありません。

投票日に投票所に行けない理由
などを「宣誓書」に記入します。

①受付
記載台で候補者の氏名を記入
し、投票用紙を直接投票箱に入
れます。

（注）投票の際は、入場整理券を
お持ちください。

③投票

代
理
記
載
制
度
も

あ
り
ま
す

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

� 広報なりた2007.1.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

私
は
、
塾
に
通
っ
て
い
ま
す
。
塾
へ

は
電
車
で
行
く
の
で
す
が
、
京
成
成
田

駅
の
前
や
J
R
成
田
駅
の
前
に
は
、
路

上
駐
車
を
し
て
い
る
車
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
私
は
背
が
あ
ま
り
高
く
な
い

の
で
、
横
断
歩
道
の
横
に
車
が
止
め
て

あ
る
と
、
左
右
が
見
渡
せ
な
い
の
で
困

り
ま
す
。
ま
た
、
駅
前
に
は
路
上
駐
車

が
多
く
、
車
が
混
雑
し
が
ち
で
す
。

　
J
R
成
田
駅
の
西
口
に
は
、
車
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
路
上
駐

車
が
多
い
の
で
、
少
し
狭
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
初

め
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
通
行
者
が
だ

い
ぶ
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
の
人
も
、
成
田
山
な
ど
に
観
光

に
来
て
い
る
の
か
、
数
多
く
見
掛
け
ま

す
。
成
田
空
港
か
ら
電
車
を
使
っ
て
旅

行
を
し
た
り
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
路
上
駐
車

が
多
い
と
、
ほ
か
は
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
所
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
だ
け
を
見

れ
ば
訪
れ
た
人
た
ち
の
成
田
市
へ
の
イ

メ
ー
ジ
は
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

路
上
駐
車
を
や
め
る
よ
う
に
書
い
て

あ
る
看
板
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
駐
車
は
減
っ
た
様
子
が
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
駐
車
し
て
い
る
人
も
、

何
か
用
事
が
あ
る
か
ら
止
め
て
い
る
と

思
う
の
で
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
作
れ
ば

路
上
駐
車
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
J
R
・
京
成
成
田
駅
前
に
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

下総、大栄中学校を加えた11校の代表44人が参加

　

中
学
生
が
市
議
会
の
役
割
や
仕
組
み
を

学
習
し
、
市
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
合
併
後
初
め
て

と
な
る「
中
学
生
議
会
」が
、
10
月
4
日
、

市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
準
じ
て
、
市
の
執
行
部
が
出

席
す
る
中
、
議
長
に
指
名
さ
れ
た
大
栄
中

学
校
の
山
田
紗
緒
里
さ
ん
、
下
総
中
学
校

の
山
田
泰
寛
さ
ん
に
よ
り
議
事
が
進
行
。

中
学
生
議
員
た
ち
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
や
通
学
路
の
整
備
な
ど
日
ご
ろ
か
ら

身
近
に
感
じ
て
い
る
生
活
環
境
の
問
題
か

ら
、
市
町
村
合
併
や
国
際
都
市
と
し
て
の

外
国
人
と
の
交
流
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
成

田
市
と
し
て
取
り
組
む
課
題
に
つ
い
て
、

中
学
生
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
場
と
い
う
日
ご
ろ
体
験
で
き

な
い
場
で
の
質
疑
応
答
で
し
た
が
、
議
員

た
ち
は
堂
々
と
し
た
姿
勢
で
質
問
を
し
、

ま
た
、
市
執
行
部
か
ら
の
答
弁
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

う
ち
の
主
な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁

を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
18
年
度 

成
田
市
中
学
生
議
会

駅
前
の
整
備
に
つ
い
て

広報なりた2007.1.1 �



　

ご
指
摘
の
箇
所
は
、
J
R
成
田
駅
と

京
成
成
田
駅
の
間
に
挟
ま
れ
た
地
域

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
一
帯
は

J
R
・
京
成
成
田
駅
中
央
口
と
呼
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
一

般
車
の
乗
降
場
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
J
R
成
田
駅
中
央
口
駅
前
広

場
は
、
計
画
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
鉄
道
用
地
の
一
部
が
広
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

ご
指
摘
の
乗
降
場
の
問
題
を
含
め
面
積

お
よ
び
配
置
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
、

市
と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
年

の
課
題
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
検
討
を
重

ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
駅

前
広
場
の
整
備
実
施
に
向
け
て
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
計
画
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
一
般
車
の
乗

降
場
の
確
保
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
成
成
田
駅
中
央
口
広
場
に

つ
き
ま
し
て
も
、
現
在
は
暫
定
の
形
で

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
J
R
成
田
駅
中

央
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
引
き
続
き
、

同
じ
考
え
方
の
も
と
に
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

日
本
で
は
最
近
、
地
震
や
豪
雨
、
台

風
な
ど
、
自
然
災
害
が
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
こ
れ
ま
で
に
沖

縄
や
九
州
、
中
国
・
四
国
地
方
を
中
心

に
、
日
本
各
地
で
梅
雨
末
期
の
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
、

尊
い
人
命
も
数
多
く
奪
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土
石
流

の
被
害
に
遭
い
、
住
む
所
を
失
い
、
ぼ

う
ぜ
ん
と
立
ち
尽
く
す
人
々
の
姿
が
テ

レ
ビ
で
何
度
も
放
映
さ
れ
、
自
然
の
脅

威
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
の
住
ん
で
い
る
下
総
地
区

で
は
、
昨
年
度
、
旧
下
総
町
役
場
よ
り

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
全
戸
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
地
形
図
上
で
見
る
と
下
総
地

区
は
低
い
土
地
が
地
区
の
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る

と
、
地
区
内
を
流
れ
る
尾
羽
根
川
や
利

根
川
の
堤
防
が
、
大
雨
や
地
震
に
よ
り

決
壊
す
る
と
屋
根
ま
で
水
没
し
て
し
ま

う
住
宅
が
数
多
く
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
社
会
の
授
業
で
、
そ
の
事
実
を

知
り
非
常
に
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
は
家
族
で
、
そ
の
地
図
を
も
と

に
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
た
。
新
市

に
な
り
、
成
田
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

作
成
さ
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
、
日
本
各
地
で
大
き
な

地
震
が
何
回
か
発
生
し
て
お
り
非
常
に

不
安
で
す
。
成
田
市
も
い
つ
大
き
な
地

震
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
先
日
、
成
田
市
内
の
避
難
場
所

一
覧
が
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
小
・
中
学
校

の
建
物
は
耐
震
設
計
に
な
っ
て
い
る
か

質問者 質問要旨

1
成田高等
学校付属
中学校

電光掲示板の設置につ
いて

書道・絵画展の実施を
もっと多く

2 成田中学校
安全への配慮について

街の美観について

3 遠山中学校
保健福祉館の役割とは

道幅の拡充と歩道の確
保について

4 久住中学校

駅前の整備について

安全について

監視カメラの設置について

5 豊住中学校

コミュニティバスの運
行について

不審者について

未成年者の飲酒・喫煙
について

6 西中学校

リサイクルについて

成田市の合併について

これからの成田市につ
いて

7 中台中学校

国際都市成田と言われ
るが、実感がない

中台市民体育館の利用
の拡大について

8 吾妻中学校

自然破壊について

パソコン機能について

環境破壊に対する対策

9 玉造中学校
成田市合併による変化
について

成田市の国際交流について

10 下総中学校

災害に強い都市づくり
の取り組みを

高齢者施設の充実を

少子化対策について

11 大栄中学校
地域の行事について

交通の不便さの解消に
ついて

答弁を熱心にメモする

各中学校からの質問一覧（質問順）

答　
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災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
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教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
耐
震
化
が
で
き
て
い
な
い
と
す

れ
ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
く
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
成
田
市
と
し
て
非
常
用
の
食

料
や
飲
料
水
の
備
蓄
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
な
ど
を
含
め
て
、
今
現
在
の
、

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
新
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

作
成
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
ご
質
問

か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
本
市
は
、

地
形
的
に
利
根
川
、
根
木
名
川
、
尾
羽

根
川
な
ど
の
河
川
周
辺
の
低
地
部
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
常
日
ご
ろ
、
水
害
な
ど

に
対
す
る
注
意
が
必
要
な
区
域
が
あ
り

ま
す
。
旧
成
田
市
お
よ
び
旧
下
総
町
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平
成
14
年
に
作

成
し
、
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
新
市
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
19
年
度
中
に
作
成
し
配
布
す
る
予

定
で
す
。

　

次
に
、
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
の
現
況
に
つ
い

て
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
40
校
の
う
ち
、

校
舎
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ほ
ぼ
耐
震

構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
体
育
館
に

つ
い
て
は
半
分
が
耐
震
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
残
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
ま
し

て
は
、
順
次
耐
震
改
修
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
非
常
用
の
食
料
や
飲
料
水
の

備
蓄
を
含
め
、
災
害
に
強
い
都
市
づ
く

り
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

非
常
用
の
食
料
や
飲
料
水
の
備
蓄

は
、
市
内
17
カ
所
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置

し
、
主
食
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
米
、
乾
パ

ン
を
合
わ
せ
て
5
万
5
千
食
、
副
食
と

し
て
、
さ
ん
ま
、
焼
き
鳥
の
缶
詰
を
合

わ
せ
て
約
2
万
食
の
食
料
を
備
蓄
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
避
難
生
活
が
長
期
化
し
、
食

料
な
ど
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、
災
害

時
応
急
物
資
供
給
に
つ
い
て
協
定
を
締

結
し
て
お
り
ま
す
イ
オ
ン
株
式
会
社
、

千
葉
コ
ー
プ
な
ど
か
ら
の
物
資
の
供
給

に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
料
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
16
カ
所
の

防
災
井
戸
な
ど
よ
り
浄
水
を
確
保
し
、

市
給
水
車
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
給
水
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
合
併
後
の
新
市
の
地
域

防
災
計
画
の
策
定
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
機
能

の
強
化
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
市
の
行
う

防
災
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
家
庭
や

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
様
に
防
災
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
防
災

フ
ェ
ア
や
防
災
講
演
会
な
ど
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
ま
た
、
災
害
時
に
お
け

る
活
動
の
習
熟
を
図
る
た
め
に
各
種
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
主
防
災
組
織
と
い
う
、
地
域
の

住
民
が
助
け
合
い
、
と
も
に
災
害
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
組
織
の
設
立
や
活
動

の
支
援
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
災
害

に
強
い
安
全
安
心
な
都
市
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
成
田
市
で
も
不
審
者
が
出
没

す
る
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち
の
学
校
で

は
、
登
録
し
て
い
る
親
に
は
携
帯
電
話

出席した中学生議員（敬称略）

大川 諒介・谷口 大雅・遠藤 京鈴・田中 瑞穂（成田高等学校付属中学校）、小倉 里菜・石井 皓大・三枝 亮介・

永山 彩夢（成田中学校）、増田 桃子、冨川 真琴・田巻 凌・野老 寛幸（遠山中学校）、眞野 彩織・神嵜 陽・宮城 若菜・

葛生 美咲（久住中学校）、伊藤 友美・伊藤 佳恋・久米 涼子・日暮 脩哉（豊住中学校）、田島 大騎・早野 結衣・

島田 将陽・川瀬 はるか（西中学校）、伊藤 めぐみ・井上 靖・吉田 達也・宮田 真花（中台中学校）、今関 栞・塚本 容子・

上田 涼・武野谷 舞（吾妻中学校）、高橋 佳弥・上野 耕平・随行 廉・伊藤 春花（玉造中学校）、岩立 理・寺越 早紀・

野平 菜津美・山田 泰寛（下総中学校）、伊藤 大貴・冨澤 仁尋・飯嶋 大樹・山田 紗緒里（大栄中学校）
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不
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者
に
つ
い
て
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に
メ
ー
ル
で
不
審
者
情
報
が
入
り
、
そ

の
ほ
か
に
も
注
意
を
呼
び
掛
け
る
手
紙

が
配
ら
れ
ま
す
。

　

入
っ
て
く
る
情
報
の
ほ
と
ん
ど
が
、

不
審
者
の
目
撃
情
報
で
す
が
、
そ
の
後

の
不
審
者
に
対
し
て
の
対
応
や
、
不
審

者
の
逮
捕
に
関
す
る
情
報
も
メ
ー
ル
や

手
紙
で
知
ら
せ
た
方
が
安
心
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

不
審
者
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の

情
報
を
伝
え
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
不
審
者
情
報
の
内
容
改
善
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
が

犯
罪
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
管
理
の
徹
底
、
安

全
教
育
の
充
実
・
強
化
に
一
層
努
め
る

よ
う
各
学
校
へ
指
導
・
助
言
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

本
年
4
月
よ
り
市
内
全
小
・
中
学
校
に

学
校
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を

地
域
・
保
護
者
で
効
果
的
に
共
有
し
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
、
教
育
委
員
会
で
確
認
し
て

お
り
ま
す
不
審
者
情
報
は
、
9
月
20
日

現
在
で
57
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
教

育
委
員
会
か
ら
登
録
し
て
い
る
保
護
者

な
ど
へ
一
斉
配
信
し
た
件
数
は
40
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
は
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
を
は
じ
め
、
地

域
の
皆
様
に
注
意
を
促
す
こ
と
を
第
一

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
成
田
警
察
署
、
防
犯
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図
り
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
児

童
・
生
徒
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
取
り

組
み
、
不
審
者
情
報
お
よ
び
解
決
情
報

に
つ
い
て
は
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
係
者
や
委
託
業
者
と
協

議
を
進
め
る
中
で
、
メ
ー
ル
配
信
の
内

容
の
充
実
を
目
指
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
地
域
で
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る「
子
ど
も
1
1
0
番
の

家
」お
よ
び
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル

車
で
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
る「
通

学
路
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
」の
方
々

に
も
メ
ー
ル
の
受
信
登
録
を
要
請
し
て

い
く
予
定
で
す
。

答　

弁

山田泰寛さん（下総中学校）

　その場の状況に応じて、臨機応変に議事を
進めていくことが難しかったです。
　この議会に参加して行政についていろいろ
知ることができ、以前よりも成田市のことに
興味をもつようになりました。

山田紗緒里さん（大栄中学校）

　視線を一点に集中させないで全体を見なが
ら議事の運営ができるように気を付けました。
日ごろ、なかなか味わえない貴重な体験を
することができ、人前でも自分の意見がしっ
かり言うことができるようになりました。

今
回
の
中
学
生
議
会
に
議
長
と
し
て
参
加
し
た
二
人
に
、

閉
会
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

※�

く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課︵
☎
20
︲

1
5
0
7
︶へ
。
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ば市民 ろひの

て
、
つ
る
つ
る
の
不
思
議
な
物
体
が
出

来
上
が
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
大
興
奮

で
し
た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
作
っ

て
み
た
い
で
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
ふ
だ
ん
は
理
科
の

授
業
以
外
に
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
理
科
室
の
実
験
の
道
具
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
し
、
毎
回
、
小
さ
な

発
見
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
実

験
の
方
法
を
調
べ
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

し
て
新
し
い
発
見
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

わ
た
し
た
ち
大
須
賀
小
学
校

「
科
学
ク
ラ
ブ
」は
4
年
生
以
上

の
8
人
で
、
毎
月
第
2
金
曜
日

に
主
に
理
科
室
で
い
ろ
い
ろ
な

実
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
活
動
で
は
、
ろ
う
そ

く
と
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま

し
た
。
最
初
に
自
分
た
ち
で
持

ち
寄
っ
た
ろ
う
そ
く
と
ク
レ
ヨ

ン
を
細
か
く
く
だ
き
、
星
の
形

な
ど
に
し
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

入
れ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
に
掛
け

溶
か
し
て
い
き
ま
し
た
。
熱
く
な
り

過
ぎ
て
溶
か
し
た
ろ
う
が
燃
え
な
い

よ
う
、
加
熱
す
る
時
間
な
ど
は
顧
問
の

加
瀬
先
生
・
宇
井
先
生
と
相
談
し
な
が

ら
、調
整
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で

一
番
面
白
か
っ
た
の
は
ス
ラ

イ
ム
作
り
で
す
。
ホ
ウ
砂
を

水
で
溶
か
し
、
洗
濯
の
り
と

混
ぜ
、
好
き
な
色
の
絵
の
具

で
色
を
付
け
て
い
き
、
材
料

が
だ
ん
だ
ん
と
固
く
な
っ

な
か
ま
と
一
緒
68

実
験
の
楽
し
さ
を
学
ぶ

大
須
賀
小
学
校　

科
学
ク
ラ
ブ

クラブ
訪問 68

うまく溶けるかな

いろいろな発見があって楽しいよ

を
刻
む
の
で
、
運
動
量
も
豊
富
。
歩
数

に
換
算
す
る
と
、
２
時
間
で
な
ん
と

６
０
０
０
歩
以
上
に
も
な
る
ん
で
す

よ
。

　

練
習
で
は
、
自
分
の
ス
テ
ッ
プ
だ
け

で
な
く
、
相
手
と
の
呼
吸
や
周
り
の
空

間
を
常
に
意
識
す
る
よ
う
に
と
心
掛
け

て
い
ま
す
。
口
で
言
う
よ
う
に
は
、
な

か
な
か
上
手
く
で
き
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
分
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
踊
れ
た
と

き
の
達
成
感
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い

も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
い
け

な
い
の
が
笑
顔
。手
と
手
を
取
り
合
い
、

と
も
に
踊
る
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち

合
う
、そ
れ
が
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
う
し
た
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
原
点
を
一
番
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
週
金
曜
日
に
下

総
公
民
館
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
教
え
て
く
れ
る

の
は
前
門
英
子
先
生
。
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
で
、
わ
た
し
た
ち
の
踊
る
楽
し
み

を
次
々
と
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。　

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
世
界
各
国
に
伝

わ
る
民
族
舞
踊
で
す
。
曲
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
優
雅
な
も
の
か
ら
激
し
く
情
熱

的
な
も
の
ま
で
実
に
多
彩
。
踊
り
方

も
、
手
を
つ
な
ぎ
円
形
を
描
い
て
踊
る

「
ラ
ウ
ン
ド
」、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
替
え
な

が
ら
四
辺
形
を
描
い
て
い
く
「
ス
ク
エ

ア
」
な
ど
も
あ
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
富
ん
で
い
ま
す
。
細
か
く
ス
テ
ッ
プ

踊る喜びを分かち合いたい
フォークダンス下総

笑顔を絶やさず

 フォークダンスで心身ともにリフレッシュ
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ば市民 ろひの

こんにちは赤ちゃん 123

スクスクのびのび 327ペット大好き 103 佐
々
木�

淳じ
ゅ
ん

太た

朗ろ
う

ち
ゃ
ん（
宝
田
）

佐
々
木�

弓ゆ
み

花か

ち
ゃ
ん（
宝
田
）

戦
前
か
ら
続
く

活
気
に
満
ち
た
商
店
街

土
井
正
夫
さ
ん（
中
台
）

ふるさとトーク 138

　遊ぶの大好き。休みの日は、近
くに住んでいる友達とドッジボー
ルやバドミントン、鬼ごっこをした
りして遊ぶんだ。お父さんやお母
さんも一緒でとっても楽しいよ。
空手を頑張っているんだ。青帯
になったよ。次は黄帯を目指して
練習中！大きくなったらもっと強く
なって、空手の先生になりたいな。

山㟢�翔
しょう

大
た

くん（6歳）玉造

　　�奈々ちゃん（2歳）

大阪府大阪市

　子犬のころはボール遊びが大

好きでしたが、今は昼間でも寝て

いることが多い食いしん坊のモモ。

最近やや太り気味なので、1日1時

間以上かけて散歩に励んでいます。

　いつまでも元気でいてほしいの

で、健康面にも気を付けながら、こ

れからもかわいがっていきたいです。

年
、「
夢
の
超
特
急
」と
呼
ば
れ
た
新
幹

線
が
開
通
。
そ
れ
を
見
た
さ
に
淀
川
の

渡
し
舟
に
乗
っ
て
、
隣
町
に
あ
る
新

幹
線
の
車
両
基
地
ま
で
よ
く
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
6
年
後
の
大
阪
万
国
博

覧
会
に
向
け
、
大
阪
の
町
は
さ
ま
ざ
ま

な
整
備
が
始
ま
り
、
変
貌
す
る
町
並
み

の
様
子
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

成
田
に
移
り
住
み
18
年
。
整
備
さ
れ

た
街
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
し
た

が
、
近
年
の
目
ま
ぐ
る
し
い
開
発
に
は

驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
大
阪
府
大

阪
市
の
千
林
で
す
。

　

千せ
ん

林ば
や
しは
、
商
都
大
阪
の
中
で
も
1
、

2
を
争
う
商
店
街
で
、
戦
災
を
逃
れ
た

市
内
唯
一
の
商
店
街
と
し
て
、
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
発
祥
の
地
と
し
て
ダ
イ
エ
ー

1
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
商
店
と

激
し
い
競
争
が
起
こ
り「
日
本
一
安
い

商
店
街
」と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
約
2
2
0
店
舗
前
後
が
軒
を
連

ね
、
郊
外
か
ら
の
買
い
物
客
も
多
く
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
名

物
の
た
こ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
。
た
こ

焼
き
は
お
や
つ
代
わ
り
に
、
お
好
み
焼

き
は
晩
ご
飯
に
食
べ
て
い
ま
し
た
ね
。

各
家
庭
で
独
特
の
味
が
あ
り
、
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
味
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

アーケードも美しい千林商店街

大
阪
市

大澤�貞義さん（大袋）

　　�モモ（メス）

大阪府

兵庫県

和歌山県

京都府

奈
良
県
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TO
P
IC
S
　
N
A
R
IT
A

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
り
た

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
学
校
5
年
男
子　

郡
司
真ま

里さ
と（
加
良
部
小
）

小
学
校
5
年
女
子　

日
高
虹に

じ

歩ほ
（
成
田
高
校
付
属
小
）

小
学
校
6
年
男
子　

林
田
憲
俊（
公
津
の
杜
小
）

小
学
校
6
年
女
子　

工
藤
美
樹（
平
成
小
）

中
学
校
男
子　
　
　

萩
原　

聡そ
う（
西
中
）

中
学
校
女
子　
　
　

工
藤
花か

純す
み（
西
中
）（
新
記
録
）

小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

晴
天
の
下
、新
記
録
に
挑
戦

　畜産農家などの現場を見学することにより、食肉や牛乳がど
のように生産されているか理解を深めてもらおうと、「美味しい
フォーラム・いんばの畜産」が11月28日に開催されました。3
回目となることしは、成田市内の酪農家・養豚農家などを訪問。
印旛郡内から参加した40人の消費者は、牛舎にずらっと並んだ
乳牛の大きさに驚いたり、養豚農家から提供された豚肉を試食
したりしながら、普段見ることができない生産現場を興味深そ
うに見学していました。

美味しいフォーラム・いんばの畜産

印旛郡内の消費者が
畜産農家を探検

場外から声援を送る生徒や保護者

歩け歩け大会

下総地区の魅力を再発見
　下総地区を歩いて巡る「歩け歩け大会」が、ことしは合併記念事業
として11月23日に行われました。参加した約120人は、紅葉が色付
き始めた楽満寺や龍正院などの境内の景観を楽しみながら、およそ
19kmの行程を踏破。ゴール地点となった下総支所で、大栄地区の
特産品として知られるサツマイモを振舞われた参加者たちは、道中
のエピソードなどを語り合いながら地元の味を楽しんでいました。

友達との会話も弾む道中

子牛の育成舎の見学も

　

マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
晴
天
と
な
っ
た
12
月
5
日
、
中
台

運
動
公
園
を
会
場
に
、
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
を
代
表
し
て
出
場
し
た

の
は
、
市
内
の
小
学
5
年
生
〜
中
学
2
年
生
の
男
女

5
4
6
人
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

ゴ
ー
ル
近
く
で
は
苦
し
い
表
情
な
が
ら
も
懸
命
に
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
選
手
た
ち
に
、
級
友
や
保
護

者
た
ち
か
ら
暖
か
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

合図の音で一斉にスタート

ゴールを目指して懸命のスパート

合併記念事業
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　新空港に三里塚を閣議決定し40年。新しい成田の歴史の幕開けとなっ
た大きな出来事と厳しい空港問題の歩みを6部構成で振り返る初の企画
展示（㈶航空科学振興財団 歴史伝承委員会主催）が、11月25日～12月3
日まで、国際文化会館で開催されました。訪れた来館者は、写真パネル・
新聞の切り抜き・資料・日誌・記録映画の上映など、当時の生々しい状
況と歴史の重みが伝わる展示に熱心に見入っていました。

土・くらし・空港－成田40年の軌跡

資料や貴重な証言でつづる
初の企画展

合併記念事業

　排水施設改修工事に伴い水位が下がった坂田ケ池で、11月
27日・29日、12月1日の3日間にわたり、ブルーギルやブラッ
クバスなど外来魚の捕獲が行われました。坂田ケ池総合公園
入り口の駐車場脇と、「渓流の径

こみち

」側の公園最奥部の2カ所で実
施され、地元管理組合や市職員が網を使い捕獲した外来魚は
合計で約1t。同時に網にかかったコイやフナは池に戻されま
したが、中には1m近い巨鯉や50cmを超えるヘラブナなども。
反面、外来魚以外の稚魚がほとんど見られないことは、外来
魚による捕食と思われ、定期的な駆除の必要性も検討されて
います。

坂田ケ池で外来魚一掃作戦

ブルーギルなどを
大量に捕獲

「
日
本
一
の
い
も
掘
り
広
場
」「
大
栄
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

大
勢
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
う

　

大
栄
特
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
新
鮮
野
菜
を
収
穫
で
き
る「
日
本
一
の
い

も
掘
り
広
場
」が
11
月
23
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
の
畑
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
家
族
連
れ
の
長
い
行
列
が
で
き
、
開
始
時
間
を
早

め
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
、
参
加
者
は
収
穫
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
日
本
自
動
車
大
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は「
大
栄
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」が
開
催
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
・
サ
ー
ク
ル
発
表
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
模
擬
店
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、
終
日

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

船と岸辺に分かれての捕獲作戦

反対闘争で住民が緊急時にたたいたドラム缶も再現

トラックの荷台からあふれる
ほどの外来魚が

1箱5kg入るダンボール箱に次々と
サツマイモが

優雅な踊りにうっとり

大きな大根を手にして笑顔がこぼれる
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暮
ら
し
の

お
知
ら
せ

Information

「
成
田
メ
ー
ル
」

郵
便
局
で
申
請
で
き
ま
す

　

市
内
の
郵
便
局
か
ら
住
民
票
と
戸
籍

の
謄
本
・
抄
本
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
「
成
田
メ
ー
ル
」と
い
う
制
度
で
、
請

求
で
き
る
も
の
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

印
鑑
証
明
や
除
籍
謄
本
な
ど
は
請
求

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
手
続
き
の
方
法

①
印
鑑
を
持
っ
て
市
内
の
郵
便
局
へ

②�

郵
便
局
に
置
い
て
あ
る「
成
田
メ
ー

ル
」専
用
の
申
請
書
と
往
信
用
・
返
信

用
の
封
筒
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
切

手
を
張
る

③�
手
数
料
と
し
て
郵
便
局
の
定
額
小
為

替
を
必
要
な
金
額
分
だ
け
買
っ
て

同
封
し
て
投
か
ん

④�

申
請
の
あ
っ
た
書
類
を
市
民
課
で
作

成
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
自
宅

へ
返
送
。
通
常
、
3
〜
4
日
で
届
き

ま
す

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
確
定

申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

に
、
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」に
代
え
て
、
市
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
確
認
書
」を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

�

平
成
18
年
中
に
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と

�

要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意
見

書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ
と

お
よ
び
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が

確
認
で
き
る
こ
と

�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
、
2
回
目
以
降（
初
め
て
の
人
は

医
師
の
証
明
が
必
要
）で
あ
る
こ
と

　

県
内
す
べ
て
の
事
業
所
で
働
く
労
働

者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）に

適
用
さ
れ
る「
千
葉
県
最
低
賃
金
」が

こ
と
し
10
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
特
定
の
業
種
の
事
業
所
で

働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る「
産
業
別

最
低
賃
金
」も
12
月
25
日
か
ら
改
正
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
右
下
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精

皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
族
手
当
・

賞
与
・
時
間
外
手
当
・
深
夜
手
当
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●�

補
助
対
象
＝
平
成
18
年
1
月
1
日
〜

12
月
31
日
に
中
小
企
業
退
職
金
共

済
掛
け
金
を
支
払
っ
た
事
業
主

●�
補
助
率
＝
共
済
制
度
に
加
入
し
た
月

か
ら
12
カ
月
は
20
％
、
13
カ
月
〜
60

カ
月
は
10
％

●�

限
度
額
＝
年
額
1
2
、0
0
0
円　

（
従
業
員
1
人
当
た
り
）

●�

申
請
方
法
＝
1
月
31
日（
水
）ま
で
に

所
定
の
申
請
書
・
支
払
明
細
書
な
ど

を
商
工
観
光
課
へ

市
で
発
行
し
ま
す

確
定
申
告
用
お
む
つ
使
用
確
認
書

請求できるもの 住民票
戸籍の

謄本・抄本

請求できる人
本人か本人と
同一世帯の人

本人か本人と
同一戸籍の人

手数料（1通） 300円 450円

※�

く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲

1
5
2
5
︶へ
。

※�

確
認
書
の
交
付
に
つ
い
て
く
わ

し
く
は
介
護
保
険
課︵
☎
20
︲

1
5
4
5
︶、
医
療
費
控
除

に
つ
い
て
は
税
務
課︵
☎
20
︲

1
5
1
3
︶へ
。

改
正
・
決
定
し
ま
し
た

千
葉
県
最
低
賃
金
・
産
業
別
最
低
賃
金

千葉県最低賃金 687円

産
業
別
最
低
賃
金

調味料製造業 775円

鉄鋼業 806円

一般機械器具製造業 794円

電子機械器具、情報通信機
械器具、電子部品・デバイ
ス製造業

791円

精密機械器具製造業 776円

各種商品小売業 756円

自動車（新車）小売業 786円

加
入
事
業
主
に
補
助
金
が

中
小
企
業
退
職
金
共
済

※�

く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5

　

4
0
︶へ
。

※�

く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室︵
☎
0
4
3
︲
2

　

2
1
︲
2
3
2
8
︶ま
た
は
成
田

　

労
働
基
準
監
督
署︵
☎
22
︲
5
6

　

6
6
︶へ
。

「成田メール」

作業日 予定地区 予定時間
1月9日（火）並木町（大久保台・野沢台・成瀬台）地区 午後11時

～

翌午前5時
1月10日（水）並木町（沢山）地区
1月11日（木）飯田町地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了
承ください。なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお
願いします。

1 月の水道水の排水作業日程
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1
1
0
番
は
、
警
察
に
連
絡
す
る
た

め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　

事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
と
き
や
見
た

と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
1
1
0
番
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
名
手
配
被
疑
者
に
似
た
人

を
見
掛
け
た
な
ど
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な

情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、
積
極
的
に

通
報
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�「
事
件
か
な
」と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず

1
1
0
番
を

�

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は

積
極
的
に
通
報
を

聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

�

被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
必
ず
届
け
出

を

�

オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
に
つ
い
て

の
情
報
は

0
1
2
0
‐
0
0
6
‐

　

0
2
4
へ

　

1
1
0
番
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
犯

人
を
捕
ま
え
る
確
率
が
高
く
な
り
、
被

害
の
拡
大
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

1
1
0
番
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
報
を

聞
き
な
が
ら
同
時
に
パ
ト
カ
ー
や
交
番

の
警
察
官
に
無
線
で
指
令
し
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

解
雇
や
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
セ
ク

ハ
ラ
や
い
じ
め
な
ど
、
労
使
間
の
ト
ラ

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

千
葉
労
働
局
で
は
、
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
労
働
者
や
事
業

主
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

り
、情
報
を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

�

千
葉
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー（
千
葉
市
中
央
区
・
☎
0
4
3
‐

2
2
1
‐
2
3
0
3
）

�

千
葉
駅
前
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
・

0
1
2
0
‐

2
5
0
‐
6
5
0
）

�

成
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー（
成

田
労
働
基
準
監
督
署
内
・
東
和
田
・

☎
22
‐
5
6
6
6
）

　

千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
よ
り
、
自

動
車
を
駐
停
車
し
た
と
き
に
は
、
速
や

か
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
20
台

以
上
駐
車
で
き
る
駐
車
場
の
設
置
者
や

管
理
者
は
、看
板
の
掲
示
な
ど
に
よ
り
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
周
知
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
燃
料
を
余

分
に
消
費
し
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚

染
の
原
因
に
な
る
と
と
も
に
、
近
隣
へ

の
騒
音
に
も
な
り
ま
す
。

　

大
気
汚
染
の
改
善
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
騒
音
の
防
止
、
燃
料
の
節
約
の

た
め
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
く
な
る
と
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
布
・
フ
ェ
ル
ト
な

ど
の
保
温
材
で
保
護
す
る
の
が
一
番
で

す
。
特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水

道
管
に
は
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で

す
。

�

凍
結
し
た
ら
…
水
道
管
に
直
接
熱
湯

を
か
け
な
い
で
タ
オ
ル
や
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い

�

破
裂
し
た
ら
…
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
バ
ル
ブ
を
回
し
て
水
を
止
め
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連

絡
し
て
修
繕（
有
料
）し
て
く
だ
さ

い

　

補
導
委
託
と
は
、
家
庭
裁
判
所
が
少

年
の
最
終
的
な
処
分
を
決
め
る
前
に
、

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
非

行
の
あ
っ
た
少
年
を
し
ば
ら
く
の
間
預

け
、
少
年
に
仕
事
や
通
学
を
さ
せ
な
が

ら
生
活
指
導
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
制

度
で
す
。
少
年
を
家
庭
的
な
環
境
に
置

き
、
環
境
を
変
え
て
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
再
非
行
に
及
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
必
要
な
と
き
に

適
切
な
補
導
委
託
先
に
少
年
を
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
補
導
委
託
先

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
求
め
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
月
10
日
は
1
1
0
番
の
日

「
急
ぐ
ほ
ど　

正
し
く

　

は
っ
き
り　

1
1
0
番
」

※�

く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署︵
☎

27
︲
0
1
1
0
︶へ
。

※�

く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
総
務

部
企
画
室︵
☎
0
4
3
︲
2
2
1
︲

　

2
3
0
3
︶へ
。

自
動
車
を
駐
停
車
し
た
ら

エ
ン
ジ
ン
を
停
止

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

※�

く
わ
し
く
は
県
大
気
保
全
課︵
☎

0
4
3
︲
2
2
3
︲
3
8
1
0
︶

へ
。

水
道
管
の
凍
結
に
は

十
分
気
を
付
け
て

冬
季
の
水
道

※�

く
わ
し
く
は
市
水
道
部︵
☎
22
︲

0
2
6
9
︶へ
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
の
水
道
の
修
繕
に
つ
い

て
は
、
県
水
道
局
成
田
支
所︵
☎

27
︲
2
2
3
2
︶へ
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

※�

く
わ
し
く
は
千
葉
家
庭
裁
判
所︵
☎

0
4
3
︲
2
2
2
︲
0
1
6
5
︶

ま
た
は
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

家
庭
局
第
二
課
少
年
調
査
係︵
☎

03
︲
3
2
6
4
︲
8
1
1
1
内
線

4
4
3
2
︶へ
。
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新
春
恒
例
の「
お
年
玉
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
A
～
E
の
場
所
に
あ
る
5
文

字
を
順
番
に
並
べ
る
と
、
あ
る
言
葉
に

な
り
ま
す
。「
タ
テ
の
か
ぎ
」と「
ヨ
コ
の

か
ぎ
」に
し
た
が
っ
て
解
い
て
、
答
え

を
は
が
き
に
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
50
人
に

記
念
品︵
1
、
0
0
0
円
相
当
の
図
書

カ
ー
ド
︶を
差
し
上
げ
ま
す
。

タ
テ
の
か
ぎ

①
第
90
代
内
閣
総
理
大
臣
の
苗
字
。

②
ヒ
ツ
ジ
の
薄
切
り
肉
を
、
野
菜
と
一

緒
に
焼
い
て
食
べ
る
料
理
。

③
南
十
字
星
の
こ
と
を
英
語
で
言
う
と

○
○
○
ク
ロ
ス
。

④�

幼
い
こ
ろ
か
ら
双
方
の
親
の
合
意
で

結
婚
の
約
束
を
し
た
相
手
。

⑤
漢
字
の
読
み
方
に
は
音
読
み
と
○
○

読
み
が
あ
る
。

⑥「
オ
レ
」「
わ
た
し
」な
ど
の
ほ
か
に
よ

く
使
わ
れ
る
男
性
の
一
人
称
。

⑧
数
字
の
10
を
英
語
で
言
う
と
？

⑩
戦
国
時
代
の
武
将
で
、
仙
台
藩
の
基

礎
を
固
め
た
人
。
独
眼
竜
と
も
呼

ば
れ
る
。

⑪
と
て
も
頑
固
で
、
融
通
の
利
か
な
い

人
の
こ
と
。

⑬
十
二
支
の
10
番
目
。
さ
る
の
後
で
、

い
ぬ
の
前
。

⑮
り
ん
ご
、
み
か
ん
、
柿
な
ど
を
総
称

す
る
と
？

⑯「
桜
田
門
外
の
変
」で
暗
殺
さ
れ
た
江

戸
末
期
の
大
老
は
○
○
直
弼
。

⑳
家
財
・
商
品
な
ど
を
安
全
に
保
管
す

る
た
め
の
建
物
の
こ
と
。

㉒
○
○
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す
。

ヨ
コ
の
か
ぎ

①
成
田
市
の
花
。梅
雨
時
に
咲
き
ま
す
。

⑤
航
空
機
を
離
艦
・
着
艦
さ
せ
る
飛
行

甲
板
や
格
納
庫
を
備
え
た
軍
艦
の

略
称
。

⑦
七
福
神
の
紅
一
点
。

⑨
イ
チ
ョ
ウ
の
実
。
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま

み
に
最
適
。

⑪
机
に
向
か
う
と
き
な
ど
に
、
腰
掛
け

る
も
の
。

⑫
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
英
語
で
言
う
と
？

⑭
四
つ
の
線
分
に
囲
ま
れ
た
多
角
形
。

⑰
遊
び
に
使
う
球
。
ゴ
ム
製
や
皮
製
の

ほ
か
、
糸
で
で
き
た
も
の
も
。

⑱
野
球
で「
ヒ
ッ
ト
」の
こ
と
を
日
本
語

で
言
う
場
合
。

⑲
戦
争
、
戦
い
の
こ
と
を
古
風
に
表
現

す
る
と
？

㉑
単
一
の
、
単
独
の
、
の
意
味
。

　

○
○
レ
ー
ル
、
○
○
ク
ロ
写
真
。

㉓
日
本
独
特
の
炭
酸
飲
料
。
ガ
ラ
ス
玉

の
入
っ
た
ビ
ン
が
特
徴
。

㉔
芝
居
の
幕
間
に
食
べ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
○
○
○
○
○
弁

当
。《

応
募
の
き
ま
り
》

▽
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
な
ら
だ
れ
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

▽
応
募
の
締
め
切
り
は
1
月
9
日（
火
）

（
必
着
）

▽
抽
選
は
1
月
中
旬
に
行
い
、
当
選
者

は「
広
報
な
り
た
」2
月
1
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
は
が
き
の
書
き
方
》

　

左
の
要
領
で
、
は
が
き
に
答
え
を
書

い
て
、
郵
送
を
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

答
え
の
ヒ
ン
ト
▼

こ
と
し
の
干
支
の
あ
っ
た
か
料
理

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬

⑭ ⑮ ⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳

㉑ ㉒ ㉓

㉔

クロスワードクイズ

【表】【裏】

お年玉

A

E

D

C

B

2 8 6 8 5 8 5

成
田
市
花
崎
町
7
6
0

成
田
市
役
所

広 

報 

課 

行

答
え

　

○
○
○
○
○

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
職
業（
学
年
）

新 春 恒 例
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　毎日の生活の中で、疑問に思っていること、だれか
に相談したいと思っていることはありませんか。市な
どでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行い
ます。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に
日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかが
ですか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（家事･民事） 月･木曜日  9：00～16：00 市役所2階相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事

件は除きます。法律相
談2月分の予約は1月
31日（水）から受け付
けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日（10日は休み）13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）

23日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

不動産相談 16日（火） 10：00～12：00 〃

税務相談 16日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語）

11日（木）・25日（木）13：00～16：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 20日（土） 13：00～16：00 中央公民館
県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制）10日（水）・24日（水）10：00～15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 17日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん ☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2724

高年齢者職業相談 月～金曜日  8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2725

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日（10日は休み）10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1526

交通事故相談 5日（金） 10：00～15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課 ☎20-1527

心配ごと相談

木曜日（4日は休み） 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

12日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

19日（金） 10：00～15：00 大栄地域福祉センター

酒害相談 18日（木）  9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日  9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課 ☎20-1538

戦没者遺族相談 22日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課 ☎20-1536

健康体力相談 16日（火） 9：00～12：00 市体育館 市体育館 ☎26-7251

就学相談（予約制） 月～金曜日  9：00～17：00 成田市教育センター 教育センター ☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日  9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～16：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎20-1414

相　談　日 ※1月3日（水）までは年始のため休みになります
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掲 

示 

板
Q　中学生の息子のために家庭教

師の契約をしました。その際指導に必要であると説明されて
中学3年間分の教材を購入しました。しかし、家庭教師の指導に不
満があり解約したいのですが、どうしたらよいですか。

А　サービス契約は実際に受けてみないと、内容や自分に合う
かどうかも分からず、長期の契約ではトラブルが起こりがち

です。そこで、①契約期間が2カ月を超え、契約金額が5万円を超
える家庭教師や指導付き学習教材の契約は、「特定継続的役務提供」
として特定商取引法で規制され、店舗契約を含めてクーリング・オ
フや中途解約ができます。契約書面を受け取って8日間はクーリン
グ・オフができ、書面を送ることで一切の負担無しに無条件で契約
を解消できます。②クーリング・オフ期間経過後も、理由に関係な
く規定の違約金を払うことで中途解約ができます。教材についても
学習指導に必要という説明を受けて購入していれば、「関連商品」と
みなされ、一緒に販売契約の解約ができます。ただし、一定の損害
を負担する必要があります。書面で解約を申し出ましょう。③勧誘
に問題がある場合は契約の取り消しを申し出ることができます。
（契約するときの注意点）

 セールストークやパンフレットだけで判断せずに、契約書面の説
明や内容を充分確認する
 長期間にわたる高額で大量な教材の契約はできるだけ避け、教材
は最小単位で学年ごとや必要な科目だけを契約するようにする
 契約書面に中途解約の条項があることを確認し、解約料について
も納得できる合理的なものであるかをよく検討する

　現在、環境省によって「うちエコ！」が推
進されています。「うちエコ！」は、「ウォーム
ビズ」の取り組みを一般の家庭にまで広げ、
衣食住を通じて「家（うち）」の中から地球温
暖化対策を進めていこうという試みです。
身近なことから気軽に始めることのできる

「うちエコ！」。例えば次に挙げるようなこ
とも立派な地球温暖化防止活動です。
衣の「うちエコ！」
 タートルネックセーターの上にシャツや
ワンピースを着る、スカートの下にス
パッツやジーンズを履くなど、重ね着を
する（服と服の間にできる空気の層が保
温効果を持ちます）
食の「うちエコ！」
 サラダを温野菜にする、味付けに唐辛子
を加えるなど、身体を温める調理方法を
工夫する
 家族で1カ所に集まって鍋を食べる（体
と心が温まり、無駄なエネルギーも消費
せずに済みます）
住の「うちエコ！」
 エアコンのフィルター掃除を定期的に行
う、温水便座のふたは閉める、まめに電
源を切るなど、家電の使い方に配慮する

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。 ※くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。

　グラグラッと突然の大きな揺れ、
あなたは「身を守ること」と「火を消
すこと」どっちを優先しますか

　揺れを感じてすぐに火を消せると
きは、火を消しましょう。ただし、
揺れが大きいときは揺れがおさまる
まで自分の身を守りましょう。自分
自身が無事であれば、後から消火も
できますが、無理に火を消そうとす
ると、鍋の油や料理が飛び散り非常
に危険です。
　例えば、てんぷらを調理していた
場合でも、通常てんぷらを揚げる温
度は約180℃、これに対し、てんぷ
ら油の引火温度は約200℃。てんぷ

〜地震そのとき〜Q＆A

※くわしくは防災対策課（☎20-1523）へ。

らを揚げる油の温度では火を近づけ
ても油は燃えません。油に火が付く
までには少しの時間的な猶予があり
ます。
　また、現在は揺れを感じて自動的
にガスを遮断するマイコンメーター
などの普及も進んでいます。
■「救出」と「消火」どっちが先か
　家族が家具の下敷きになっている
ときに火災が発生。こんなときは場
合にもよりますが、救出より消火を
優先してください。火災は初期であ
れば容易に消すことができますが、
一旦拡大した火災は簡単には消せま
せん。全てが燃えてしまっては救出
どころではありません。

長期間の
家庭教師契約

「うちエコ！」
生活

■「1階」と「2階」どっちが安全か
　2階で強い揺れを感じたとき、慌
てて1階に下りてしまいがちです
が、そこにかかる重量の関係から、
実は2階の方が安全なのです。無理
して1階に下りようとせず、そのま
ま2階で自分自身の安全を確保し、
揺れが収まるのを待って1階に下り
ましょう。
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国
保
・
年
金

国保・年金についてくわしくは保険年金課（国保☎20-1526・年金☎20-1547）へ。

加入の皆さんが交通事故などで
けがをしたときは

国民健康保険

成人を迎えた皆さんへ 　成人を迎えた皆さん、国民年金の手続きはもう済ん
でいますか。日本に住んでいる20歳から60歳までのす
べての人は、国民年金に加入します。
　国民年金は国が責任をもって運営する公的年金制度
で、社会全体で助け合うことを目的としています。老
後はもちろん、病気や事故などで障がいが残ったとき
や死亡といった万一のときに支えになるのが年金です。
　国民年金の保険料は月額1万3,860円（平成18年度）
です。納付には毎月指定の口座から保険料が自動的に
払い込める口座振替や、一度に前払いすることによっ
て割り引きのある前納が便利です。
　また、収入がなく、保険料を納められないときには
免除制度が、学生（夜間部・定時制・通信制課程も含む）
には学生納付特例制度があります。いずれも一定の基
準がありますので、保険年金課にご相談ください。国
民年金への加入および免除などの手続きは市役所1階
の保険年金課と支所の住民課で行っています。

20歳がスタート国民年金

　交通事故など、他人（第三者）の行為によって、けが
や病気をしたときの医療費は、加害者が負担すること
が原則ですが、その状況により、医療機関で国保が使
える場合があります。
　ただし、医療を受ける前に必ず、市の保険年金課へ
連絡し、承認を得てください。また、すみやかに「第三
者行為による傷病届」など、国保の手続きに必要な書
類を提出していただきます。市はこれをもとに、保険
給付相当分の医療費を一時的に立て替え、後で被害者
に代わり加害者に請求します。

　国保による医療手続き中に、加害者から治療費など
を受けたり、示談を済ませたりすると、国保が使えなく
なったり、手続き
が煩雑になり、解
決までの期間が長
引くことになりま
す。示談などをす
る前には、必ず保
険年金課に相談し
てください。

医療手続き中の示談は慎重に

━ 国保医療手続きのしくみ ━

医療給付

関係書類の届け出

医
療
費
の
支
払

医
療
費
の
請
求

不
法
行
為

成
田
市

（
保
険
者
）

被
害
者

（
市
国
保
加
入
者
）

加
害
者

（
第
三
者
）

医
療
機
関

代
位
請
求
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1月9日と10日に受け付けします
「平成19年度保育園の入園申請」

　市内の保育園では、4月からの入園申
請を次のとおり受け付けます。5月以降
の入園については、希望する月の前月に
児童家庭課または各保育園で受け付けを
します。なお、申請書は児童家庭課と各
保育園で配布しています。
入園基準＝市内に住み、保護者が仕事や

病気などにより、乳幼児の保育に当た
れない場合（ただし、保護者以外で保
育のできる人がいる場合を除く）

受付日時＝1月9日（火）・10日（水） 午前9時 
～11時30分、午後1時30分～4時
受付場所＝市役所3階第2応接室
上記の日程で都合の悪い人の日時と場所

＝1月11日（木）・12日（金）午後1時30分
～4時、各保育園

※できるだけ1月9日（火）・10日（水）に 
申請するようにしてください。くわ
しくは児童家庭課（☎20-1538）へ。

雇用情報を提供します
「フレーフレー・テレフォンちば」

　「フレーフレー・テレフォンちば」では、
仕事と家庭の両立を支援するため、育児・
介護・家事代行のサービスなどに関する
情報を電話により無料で提供しています。
相談日＝月～金曜日（祝日を除く）
時間＝午前9時30分～午後4時30分
※くわしくは（財）21世紀職業財団千葉事

務所（☎043-225-2020）へ。

インターネットで実施します
「不動産公売」

　市では、市税滞納により差押えた不
動産をインターネットでの入札（Yahoo!
オークション）により売却します。
申込期限＝1月10日（水） 午後5時まで
売却物件
①土地（宅地）・家屋…富里市日吉倉893-4
（土地297.55㎡・家屋103.5 ㎡）

②土地（山林・用悪水路・田）…富里市七栄
南内野199-82ほか5筆（計4,714㎡）

③土地（原野・雑種地）…本城220-1ほ
か5筆（計1,247㎡）

※売却物件などについては市ホームペー
ジ（http://www.city.narita.chiba. 
jp/sosiki/zeimu/i_sirase.html）にも
掲載しています。くわしくは税務課（☎
20-1519）へ。

催し物

“健康は笑いから”をテーマに
「消費者講演会」

日時=3月10日（土） 午
後1時25分～3時
会場=市役所6階大会

議室
講師=三笑亭夢之助

さん（落語家）
定員と参加費=300人（先着順）・無料
申し込み方法=電話またはFAXで住所･氏

名･電話番号を商工観光課（☎20-1540 
FAX24-2185）または東京電力株式会
社成田支社（☎72-2283（平日午前9時
～午後5時） FAX72-2309）へ

※くわしくは商工観光課へ。

※ WECPNLとは、航空機騒音の特異性、継

続時間、昼夜の別なども加味したうるささ

の単位。この数値は速報値です。くわしく

は空港対策課（☎20-1521）へ。

航空機騒音測定結果 平成18年11月分

測定局 WECPNL 測定局 WECPNL 測定局 WECPNL

竜台 69.4 荒海 78.2 大室 73.0 

北羽鳥 74.7 幡谷 71.6 大室（NAA） 76.4 

北羽鳥
北部 72.0 成毛 71.9 堀之内 75.0 

新川 71.4 飯岡 75.6 馬場 72.5 

猿山 61.3 大生 75.7 新田（NAA） 69.0 

滑川 68.3 土室（県） 75.5 新田 71.6 

下総 70.1 土室（NAA） 69.9 遠山 75.9 

四谷 70.0 芦田 79.8 本三里塚 80.1 

長沼 73.0 押畑 66.2 三里塚 87.7 

磯部 73.3 野毛平
工業団地 75.3 御料牧場

記念館 73.1 

水掛 71.1 赤荻 75.9 本城 73.1 

高倉 72.8 下金山 69.1 南三里塚 73.7 

内宿 67.4 野毛平 78.3

日曜映画会

視聴覚サービスセンター・☎27-2533
◇ 1月6日（土）＝｢ウォレスとグルミット 野菜

畑で大ピンチ！｣
　 2005年・イギリス、アメリカ・アニメ・吹

き替え
◇1月7日（日）＝｢雪に願うこと｣
　2005年・日本
◇ 1月13日（土）・14日（日）＝｢ナルニア国物

語 第1章ライオンと魔女｣　
　2005年・アメリカ・吹き替え
◇1月21日（日）＝｢ダ・ヴィンチ・コード｣　
　2005年・アメリカ
◇1月28日（日）＝｢彼岸花｣
　1958年・日本
◆ 入場は無料・上映は午後2時から、会場は

市立図書館2階視聴覚ホール

利用日時 駐車場所

12日（金） 
26日（金） 

2:10 ～2:30 長沼共同利用施設

2:50 ～3:10 長田共同利用施設

3:25 ～3:45 赤荻保育園

4:00 ～4:30 土屋公園

19日（金） 

2:00 ～2:20 さぎ山第一街区公園（宗吾台）

2:40 ～3:00 並木町公民館

3:10 ～3:30 大久保台地区集会場

3:40 ～ 4:10 公津の杜公園

移動図書館巡回日程

※雨天などの場合は中止することがあります。

　くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

今��月の図書館休館日＝1日（月・祝）～4日（木）

（年始休館）・8日（月・祝）・9日（火）（振替休

館日）・15日（月）・22日（月）・29日（月）・31

日（水）（館内整理日）

市立保育園

保育園名 住所 電話番号

加良部 加良部 6-7 26-3010

橋賀台 橋賀台2-23-1 28-0676

中台 中台 3-5 27-9023

吾妻 吾妻 2-7 27-5773

新山 加良部 4-24 28-2527

玉造 玉造 3-3 26-8889

赤荻 赤荻 1042 24-0752

松崎 松崎 2163-1 26-8282

長沼 長沼 495-3 37-0005

小御門 名古屋 1144-1 96-2362

高岡 大和田 156 96-0042

大栄 一坪田 406-1 73-3000

私立保育園

保育園名 住所 電話番号

成田 寺台 560 22-0856

つのぶえ 上町 711-4 22-0867

大室 大室 766 36-0749

宗吾 宗吾 2-276 26-2472

三里塚第一 三里塚 141 35-0165

三里塚第二 三里塚263-15 35-0081

公津の杜 公津の杜2-24-1 29-6551

月かげ 西大須賀1872-4 96-0531
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募　集

あなたの就職を応援します
「就業支援パソコン講習会（ワード科）」

期日＝2月1日（木）・5日（月）・6日（火）・8
日（木）・13日（火）・15日（木）・19日（月）・
20日（火）・22日（木）・26日（月）・27日

（火）、3月1日（木）・5日（月）・6日（火）・
8日（木）・12日（月）・13日（火）・15日（木）・
19日（月）・20日（火）（全20回）
時間＝午前10時～午後4時
会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
内容＝パソコンの「ワード」を習得し、日

商PC（文書作成）検定3級（検定日は3
月13日）取得を目指す。「エクセル」の
基本操作を習得する
対象＝現在求職中の市民で、パソコン操

作技術を習得して就業しようとする人
定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝17,000円（教材費および検定

料実費）
申し込み方法＝1月11日（木）または12日
（金）の午後2時～4時に応募者本人が
直接会場へ

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

子ども館から飛び出して
「バードウォッチング会」

期日＝1月20日（土）　
時間＝午前9時30分～午後3時30分（小

雨決行）
場所＝坂田ヶ池総合公園、本埜村白鳥飛

来地（集合・解散は子ども館、移動は
市のバスを使用）
持ち物＝弁当・水筒・レジャーシート・

双眼鏡（あれば）
対象＝小学生以上
定員と参加費＝35人（先着順）・無料
※申し込みは1月4日（木）から直接また

は電話、FAXで子ども館（☎20-6300 
FAX28-8303、月曜日・祝日は休館）
へ。

地球環境保全のために
「地球温暖化防止活動推進員」

応募資格＝県内に居住、勤務または在学
している20歳以上の人
申し込み方法＝1月26日（金）までに所

定の応募申請書に必要事項を書い
て、郵送、FAXまたはEメールで千葉
県地球温暖化防止活動推進センター

（〒260-0024 千葉市中央区中央港
1-11-1 FAX043-246-6969 Eメー
ルccca@ckz.jp）へ

申請書配布場所＝環境計画課（市役所2階）
※応募申請書はホームページからもダ

ウンロードできます。くわしくは同セン
ター（☎043-246-2180 http://www. 
ckz.jp/）または県環境政策課温暖化対
策推進室（☎043-223-4139 http:// 
www.pref.chiba.jp/syozoku/e_kansei 
/index.html）へ。

お知らせi
告示されました

「都市計画の変更」

　生産緑地地区の区域の変更について、
11月21日付けで告示されました。
※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

ご活用ください
「中小企業資金融資制度」

対象＝市内で1年以上同一事業を営む中
小企業の経営者　
資金の種類と限度額

設備資金…3,000万円
運転資金…1,500万円
特別小口資金（運転・設備）…750万円
季節資金…300万円
利率（年利）

設備･運転･特別小口資金
・1年以内…2.6％
・1年を超え3年以内…2.9％
・3年を超え5年以内…3.0％
・5年を超え10年以内…3.2％

季節資金
・6カ月以内…2.5％
利子補給率＝年2.4％
※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

申請を受け付けます
「入札参加資格審査」

　市では、平成19・20年度の入札参加
資格審査の申請を受け付けます。市の発
注する工事、測量、設計、物品購入など
の入札・見積競争に参加するには、事前
に入札参加資格者名簿に登録されていな
ければなりません。くわしくは市ホーム
ページに掲載されている「入札参加資格
申請に関する説明書」をご覧ください（管
財課でも配布しています）。
申請期間

直接持参の場合…1月22日（月）～2月
13日（火）（土・日曜日・祝日および2
月2日（金）を除く） 午前9時～午後4時

（正午～午後1時を除く）
郵送（書留に限る）の場合…2月13日

（火）（必着）
申請書の配布＝ 市ホームページ（http://

eb idhp.c i ty.nar i ta .ch iba. jp/
ebidHP/html/nyuhp-yoshikisyu.
shtml）からダウンロードできます（市役
所4階管財課でも配布しています）
申し込み方法＝申請期間中に申請書を市

役所6階中会議室へ直接持参するか、
郵送で管財課契約班（〒286-8585 花
崎町760）へ

※くわしくは管財課（☎20-1515）へ。

《譲ります》
有�償 水フィルター掃除機 ゴル

フセット 製図台のドラフター
《探しています》
有�償 職業用または工業用ミシン

耕運機 スクーター
無�償 車イス ヤマハエレクトー

ン リヤカー 花器 ビデオ
デッキ（ベータ）

※ 家庭で眠っている不要品を譲りた
い人、中古品を譲り受けて有効利
用したい人は、リサイクルプラザ

（☎36-1000、月曜日・祝日は休
館）へ。

不要品情報コーナー

成田市ホームページで
「広報なりた（PDF版）」が閲覧できます

ホームページアドレスは
http://www.city.narita.chiba.jpです。

緑道はバイク禁止
　緑道は歩行者と自転車の専用道
路です。バイクの乗り入れは禁止
ですので、絶対にやめましょう。
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再講習会を実施します
「甲種防火管理者」

日時＝2月23日（金）
時間＝午前9時30分～午後0時30分
会場＝国際文化会館大ホール
受講対象＝特定防火対象物で、収容人員

が300人以上の防火管理者
申し込み方法＝写真（縦4ｃｍ×横3ｃｍ）１

枚と受講料（1,500円・テキスト代含
む）を持参して消防本部予防課（市役所
地下１階）へ
受付期間＝1月15日（月）～19日（金） 午

前9時～午後5時
※くわしくは同課（☎20-1591）へ。

生花の香りを楽しみながら
「ピュアフラワー教室」

日時＝2月1日（木）・15日（木）（全2回）
午後1時～3時30分
会場＝加良部公民館
内容＝生花のみずみずしさ、色彩をその

まま残しガラスの容器に閉じ込める
対象＝20歳以上の人
定員＝15人（先着順）
参加費＝6,000円（2作品分の教材費） 
※申し込みは1月5日（金）の午前9時か

ら直接または電話で加良部公民館（☎
28-7961、月曜日・祝日は休館）へ。

リスク管理で生活改善
｢生涯学習講演会｣

　日常生活の中には、思いもかけない不
測の事態や大小さまざまな事件が潜んで
います。
　この講座では、地震、火災、交通事故、
犯罪、家族の病気、失業といった生活
の安全・安心を脅かす要因を「リスク（危
険）」としてとらえ、リスクを管理しなが
らどのような生活を創造していくかを考
えます。
日時＝1月24日（水） 午後1時30分～3時

30分
会場＝市役所6階大会議室
講師＝奈良由美子さん（放送大学教授）
テーマ＝「生活リスクを考える」
定員＝80人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みなどくわしくは生涯学習課（☎

20-1583 FAX22-4494）へ。

竹細工に挑戦
「楽しい花

は な

籠
か ご

づくり教室」

日時＝1月26日、2月2日・9日・16日・
23日、3月2日・9日の金曜日（全7回）
時間＝午前9時～正午
会場＝橋賀台公民館
内容＝一節の竹から材料を作り、壁掛け

用一輪挿しなど手作り品を作る
対象と定員＝20歳以上の人・15人（先

着順）
参加費＝5,000円（全７回分の教材費）
※会場には駐車スペースがありませんの

で、公共交通機関のご利用をお願いし
ます。申し込みは1月5日（金）の午前9時
から直接または電話で橋賀台公民館（☎
26-9695、月曜日・祝日は休館）へ。

えほんとあそぼう
「０・１歳のおはなし会」

日時＝1月12日（金） 午前11時から（20
～30分）
会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・１歳児と保護者
定員と参加費＝10組（先着順）・無料
※申し込みは1月5日（金）の午前9時30

分から直接または電話で市立図書館
（☎27-4646）へ。

チームリーダーになりませんか
「2007NARITA 少年の翼」

　成田市の友好都市で子どもたちと一緒
に国際交流をしてみませんか。
派遣期間＝7月31日（火）～8月7日（火）
（このほかに宿泊研修を含む5回程度
の研修を予定）
派遣先＝ニュージーランド・フォクストン
応募資格＝市内に在住または在勤してい

て、事前研修から事後研修に至るまで
の計画に従い団員とともに研修を遂行
できる18～25歳までの明るく健康な人
募集人数＝男女各4人
参加費＝130,000円程度を予定
申し込み方法＝1月31日（水）までに写真を

張った履歴書を郵送で（社）成田青年会
議所事務局（〒286-0026 本町342）へ
面接日時と場所＝2月18日（日） 午前9時

45分から・中央公民館
※くわしくは同事務局（☎23-1900、土・

日曜日は休み）へ。

初心者でも気軽に参加できます
「成田市民ユニカール大会」

日時＝2月11日（日・祝） 午前9時受付開始
会場＝市体育館
競技＝1チーム3人（1人での参加も可）
参加費＝500円
※申し込みは1月29日（月）までに電話で

市レクリエーション協会事務局（生涯
スポーツ課・☎20-1584）へ。

初級簿記を学ぼう
「専門学校開放講座」

日時＝1月21日（日）・27日（土）・28日（日） 
（全3回） 午前9時20分～午後3時
会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝簿記の基礎から損益計算書・貸借

対照表の作成まで
講師＝半田弥生さん（同校講師）
対象と定員＝20歳以上の人・40人（先

着順）
参加費＝500円（教材費）
申し込み方法＝電話で住所・氏名・年齢・

電話番号を生涯学習課（☎20-1583）へ
※くわしくは同課へ。

共同生活で学ぶ
「県育英会館学生寮」

　（財）千葉県育英会館では、県内出身の
大学生の学生生活を支援するために学生
寮を設置しています。
応募資格＝県民の子弟で、平成19年度

に4年制大学へ入学予定の男子学生
（在学中の人も含む）
所在地＝市川市国府台（京成国府台駅か

ら徒歩10分）
募集人数＝10人程度
寮費＝月額39,000円（朝・夕食付き）
受付期間＝1月16日（火）～3月15日（木）
選考日＝2月26日（月）、3月20日（火）
※申し込みなどくわしくは（財）千葉県育

英会館学生寮（☎047-372-9846）へ。

皆で楽しめるニュースポーツです
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募　集

白熱のラリー
「成田オープン卓球大会」

日時＝2月4日（日） 午前9時から
会場＝市体育館アリーナ
種目＝一般男女シングルス・壮年男女シ

ングルス
参加費＝600円
※申し込みは1月17日（水）までに電話で

市卓球協会事務局・野平浩明さん（☎
37-1000）へ。

成田赤十字病院で
「市民公開講座」

期日＝1月20日（土）
時間＝午後2時～4時（開場は午後1時か

ら）
会場＝成田赤十字病院A棟8階講堂
内容＝同病院で行われている形成外科治

療について
定員＝100人（先着順）
参加費＝無料
申し込み方法
①郵送…往復はがきに住所・氏名・電

話番号を書いて成田赤十字病院社会課
「市民公開講座 形成外科治療につい
て」係（飯田町90-1）へ

②直接申し込み…ご意見箱横の申込用紙
に必要事項を書いて、G棟1階社会課
16番窓口へ

※くわしくは同病院社会課（☎22-2311
内線7502）へ。

さわやかな汗を流そう
「市民テニス教室」

日時＝2月10日（土） 午後0時30分集合
会場＝大栄テニスコート
参加資格＝15歳以上の市民・市内高校

に通う高校生・加盟クラブ員（初級～
中級者）

定員と参加費＝30人（先着順）・無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは市テニス協会事務局・長滝
さん（☎27-7656）へ。

集中力で勝負が決まる

応募は職種を明記のうえ、履歴書に写真を張って直接または郵送で各担当課へ。臨時職員募集

※くわしくは各担当課へ。

職種 募集人数 応募資格 業務内容 勤務場所 勤務条件 締切日 面接日 応募・問い合わせ先

学校図書館
司書 30人程度

司書または司書教諭の資
格をもち、パソコンの操
作ができる人

学校図書の選定・管理、
学校図書館の環境整備、
読書指導の補助など

市内小・中学校

・ 採用期間=4月1日～平成20年3
月31日

・ 勤務日時=週3日（学校の休業日
は除く）・1日7時間 （原則として午
前8時30分～午後4時15分）　

・時給=970円

1月12日
（金）

1月24日
（水）

教育指導課
（市役所5階）
〒286-8585
花崎町760
☎20-1582

外国人英語
講師 30人程度

標準的な英語を話すとと
もに、日本語をある程度
話すことができる人

小学校で学級担任とチー
ムを組んで、英語（主に聞
く、話す）を教える。また、
授業に必要な教材・教具
の作成なども行う

市内小学校

・ 採用期間=4月1日～平成20年3
月31日

・ 勤務日時=週3～5日（学校の休業
日は除く）・1日7時間 （原則として
午前8時30分～午後4時15分）

・時給=2,000円

1月16日 
（火）

1月29日 
（月）

日本語教育
補助員 10人程度

スペイン語、タイ語また
は中国語で意思疎通がで
き、それぞれの言語と日
本語相互の通訳および翻
訳ができる人

スペイン語、タイ語また
は中国語を母語とする児
童生徒への日本語指導、
学校からの通知文の翻
訳、保護者会・面談など
での通訳

市内小・中学校

・ 採用期間=4月1日～平成20年3
月31日

・ 勤務日時=週3～5日（学校の休業
日は除く）・1日4時間 （原則として
午前8時30分～午後12時30分）

・時給=970円

1月18日 
（木）

1月26日 
（金）

養護補助員 10人程度
障がいのある児童生徒
への支援について、知識
または経験のある人

特殊学級などに在籍する
障がいのある児童生徒へ
の支援

市内小・中学校

・ 採用期間=4月1日～平成20年3
月31日

・ 勤務日時=週5日（学校の休業日
は除く）・1日7時間（原則として
午前8時～午後3時45分）

・時給=970円

1月18日
（木）

2月2日 
（金）

教育支援セン
ター指導員 7人

不登校児童生徒への学
校復帰に係る支援につい
て、知識または経験のあ
る人

不登校児童生徒への適応
指導、保護者の相談、学
校との連絡調整など学校
復帰を支援するために必
要な業務

教育支援セン
ター「ふれあ
いるーむ21」
（花崎町）

・ 採用期間=4月1日～平成20年3
月31日

・ 勤務日時=週3日（学校の休業日
は除く）・1日8時間（午前8時30
分～午後5時15分）

・時給=970円

1月16日 
（火）

1月30日 
（火）

市民課業務
補助 若干名 心身ともに健康な人 窓口および郵送処理業務 市役所1階

市民課

・ 勤務日時=月～金曜日（祝日・年
末年始は除く）・午前9時30分～
午後4時30分

・ 時給=790円

1月15日 
（月）

1月24日
（水）

市民課
〒286-8585
花崎町760
☎20-1525

歯科衛生士 若干名 歯科衛生士の資格をもつ
健康な人

歯科健診などの補助、訪
問歯科診療、急病診療所
での歯科診療業務など

保健福祉館ほか
勤務条件は勤務時間や勤務場所に
より異なりますので健康増進課へ
お問い合わせください。

1月15日 
（月） 未定

健康増進課
〒286-0017
赤坂1-3-1
☎27-1111
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は新生児連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝1月15日（月）・17日（水）　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・祝日
1月1日（月）～3日（水） 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・祝日
1月1日（月）～3日（水）

午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

日曜祝日診療機関

※来所前に、電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

このコーナーの問い合わせは児童家庭課（☎20-1538）、子ども館
（☎20-6300）または三里塚コミュニティセンター（☎40-4880）へ。からのお知らせ

急病診療所

■子育てひろばは次の会場でも開設しています。会場＝中央公民館・遠山公民館　日時＝1月6日（土）･20日（土） 午前10時～正午

なかよしひろばなかよしひろば

期日＝1月11日（木） 
時�間＝午前10時～11時45分、午後1時～2時
会場＝大栄支所

期日＝1月12日（金） 
会�場と時間＝大成建設…午前10時～11時

30分、下総分館…午後1時30分～4時

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

健康相談（医師は予約制） 1月17日（水）・24日（水）
※24日は大栄分館

午後1時15分～1時45分 医師・保健師・歯科衛生士・栄養士

歯の健康相談 1月10日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士
こころの健康相談（予約制） 1月24日（水） 午後1時30分から カウンセラー・保健師
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象 ▼成人検診
4カ月児育児相談 1月22日（月）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成18年 9月生まれ
10カ月児育児相談 1月19日（金） 平成18年 3月生まれ
1歳6カ月児健診 1月 4日（木） 平成17年 6月生まれ
3歳児健診 1月25日（木） 平成15年 7月生まれ
2歳児歯科健診 1月11日（木） 午後1時～2時 平成16年 6月生まれ

からだの発達相談（予約制） 1月11日（木）
午後1時30分～2時
30分

身体・運動面などからだの
発達に心配のある乳幼児

こころの発達相談（予約制） 1月16日（火） 午後1時30分から 心理発達に心配のあ
る乳幼児

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、保健福祉館下総分館（☎96-1108）・大栄分
館（☎73-6881）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。

献　血

　今年度の成人検診を受けられる機

会は、あとわずかです。まだ受けていな

い人はぜひ受けてください。

期日＝1月27日（土）・29日（月）

受付時間＝午前8時30分～11時

会場＝保健福祉館

会場
行事名

子ども館
＊1月3日（水）までは休館

三里塚コミュニティセンター
＊1月3日（水）までは休館 対象 時間

親子であそぼう会 1月17日（水）…福笑い 1月18日（木）…福笑い

市内に住んでい
る乳幼児と親

午前10時30分～11時

読み聞かせ 1月10日（水）・24日（水） 1月11日（木）・25日（木） 午前11時～11時30分

身体測定 1月19日（金） 1月12日（金） 午前10時30分～11時30分

子育てひろば 1月13日（土）・27日（土） － 午前10時～正午
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福祉と健康

日ごろの健康管理に役立てて
各種健康相談

【健康相談】
　医師・保健師・歯科衛生士・栄養士に
よる個別相談を行っています（医師は予
約制）。成人検診の結果の見方の説明や
健康についての相談、血圧測定などを行
います。

（＊の日は医師による相談は行いません）
受付時間＝午後1時15分～1時45分
【歯の健康相談】
　歯科医師・歯科衛生士による個別相
談、歯みがき実習などを行っています。
期日＝毎月第1水曜日（1月は第2水曜日）
受付時間＝午後1時30分～2時30分
会場＝保健福祉館
【電話健康相談】
　保健師・歯科衛生士・栄養士による電
話相談を行っています。
電話番号＝27-1111
相談日時＝月～金曜日（祝日を除く）の午

前9時～午後5時
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

視覚障がいの人にお届けします
声の広報

　視覚障がいの人を対象に、市からの
お知らせやまちの話題などをテープに吹
き込んだ「声の広報」を無料で郵送してい
ます。「声の広報」は、市内のボランティア
グループ「さくら草」の皆さんが「広報なり
た」や「議会だより」を朗読・録音し、視
覚障害者総合支援センターちばを通じて
郵送しているものです。
※申し込みなどくわしくは障がい者福祉課
（☎20-1539）へ。

バランスのとれた食事づくり
けんこう座談会

　生活習慣病の予防について、食事は大
切な要素の一つです。今の食事量は適切
なのかどうか、「けんこう座談会」に参加し
て見直してみませんか。男性もぜひ参加
してください。
内容（＊は希望者）
・検診結果の見方について
・「1食分の食事量はどのくらい？」みんな

で作ってみましょう
・味噌汁やスープの塩分測定＊
・血圧測定＊
・健康相談＊
開催日など

※どの会場でも同じ内容で実施します。
時間＝午前10時～午後1時（受け付けは

午前9時45分から）
定員＝各開催日20人（先着順、参加人数

が5人に満たないときは中止）
参加費＝500円（材料費）
持ち物＝成人検診結果票などの結果が分

かるもの、エプロン・三角巾、塩分測
定希望者は自宅の味噌汁・スープなど
の汁のみ少量、健康手帳（持っている
人）

※申し込みなどくわしくは健康増進課 
（☎27-1111）へ。

音楽やウォーキングでリフレッシュ
介護予防教室（市委託事業）

■音楽で心も体もリフレッシュ！
日時＝1月26日（金）、2月23日（金）、3

月23日（金）（全3回）　午後1時30分
～3時30分
会場＝保健福祉館大栄分館
対象＝市内に住む65歳以上の人（できる

だけ毎回参加できる人）
定員＝30人（先着順）
講師＝磯田公子さん（音楽療法士）
内容＝簡単な手足を使ったリズム体操、

懐かしい歌の合唱、簡単な楽器を使っ
た合奏
持ち物＝動きやすい服装・室内履き（運

動靴）・飲み物
■大人のための脳トレーニング（ウォーキ
ング編）
日時＝2月8日・15日・22日の木曜日（全

3回） 午後1時30分～3時30分
会場＝三里塚コミュニティセンター
対象＝市内に住む65歳以上の人（できる

だけ毎回参加できる人）
定員＝20人（先着順）
講師＝NPO認知症予防サポートセンター

所属講師
内容＝元気な脳にするためのお話と歩き

方を学ぶ
持ち物＝動きやすい服装・室内履き（運

動靴）・万歩計・筆記用具・飲み物
※申し込みなどくわしくは社会福祉協議会
（☎27-7755）へ。

年始（1/1〜1/3）の救急医療機関

開催日 会場
1月17日（水） 保健福祉館
1月24日（水） 大栄分館
2月14日（水） 下総分館＊
2月21日（水） 保健福祉館
3月 7日（水） 保健福祉館＊

開催日 会場 申込期限

1 月 16 日（火）大栄分館 1 月 12 日（金）

1 月 26 日（金）
保健福祉館

1 月 24 日（水）

2 月 6 日（火） 2 月 2 日（金）

　年始は多くの医療機関が休診してい
ますので、具合が悪くなった場合、下
記の救急医療機関をご利用ください。
■成田市急病診療所
　右ページ参照

■印旛市郡小児初期急病診療所
　（佐倉市健康管理センター内）
　☎043-485-3355

■小児救急電話相談
　☎＃8000
ただし、ダイヤル回線・携帯電話から
は→☎043-242-9939
相談時間＝午後7時～午後10時
　医療機関ですぐ受診した方がよいか
迷ったときにご相談ください。

診療科目 診療時間

小児科
午前9時～午後5時
午後7時～翌朝午前6時

※15歳以下が対象です。

　看護師が相談
に応じ、アドバ
イスをします。ま
た、必要な場合
には小児科医師
に転送します。
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航空安全祈願祭（成
田国際空港）
成田山周辺交通規制

（7日までと、1月中
の日曜日・祝日）

市役所などの業務始
まる

開市式（午前5時20
分・卸売市場）

小・中学校で始業式
水道水の排水作業

（P12）
保育園の入園申請受
付（P18）

歯の健康相談（P22）
読み聞かせ（P22）

2歳児歯科健診（P22）
献血（P22）

0・1歳のおはなし会
（P20）
身体測定（P22）

下総地区マラソン
大会（8時30分・下総
運動公園）

成田市長選挙期日前
投票（20日まで）（P2）
ポリオの予防接種

（P22）

けんこう座談会（P22）
こころの発達相談

（P22）

親子であそぼう会
「福笑い」（P22）

バードウォッチング会
（P19）
市民公開講座（P21）

成田市長選挙（P2）
専門学校開放講座

（P20）
大栄地区マラソン
大会（午前9時・日本
自動車大学校）

4カ 月 児 育 児 相 談
（P22）
入札参加資格審査
申請受付（P19）

生涯学習講演会（P20）
新春交通安全出動式

（午前10時・中台運動
公園第3駐車場）

3歳児健診（P22）

10カ月児育児相談
（P22）

成田市成人式（上記）

大栄地区の市外局番
が「0478」から「047
6」に変更
祇園祭写真コンテス
ト作品展示（P18）

介護予防教室（P23）

とよすみ新春駅伝大
会（午前10時・豊住
中学校）

久住地区1周駅伝大
会（午前8時30分・
久住公民館）

成人検診（P22）マンション管理セミ
ナーと相談会（午後
1時・中央公民館）

成人の日

　

償却資産の申告期限

元旦 小寒

大寒

1

8

15

22

7

14

21

6

1312

42 3

10

17

24

9

16

23

11

18

25

19

5

20

2726

28 29 30 31

平成19年成田市成人式を次のとおり開催します。
�期日＝1月8日（月・祝）
時�間＝午前10時15分から（受け付けは午前9時

30分から）
会場＝国際文化会館
内容＝式典、アトラクション
対�象＝昭和61年4月2日～昭和62年4月1日生まれで、市内に住んでいる人または市

内の中学校を卒業した人
※市外に転出した人には案内状が届きませんので、ご連絡ください。
　くわしくは生涯学習課（☎20-1583）へ。
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成田市のホームページ http://www.city.narita.chiba.jp
平成19 年1月1日号　No.1090

広報なりたは再生紙（古紙配合率100％、白色度81.5％）を使用しています。

1月

日 火 水 木 金

日 月 火 水 木

日 火 水 木 金 土

日 火 水 木 金 土

7

次の走者にタスキを託す

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、
消防本部、成田消防署）はISO14001
の認証登録を受けています。

06ER・586

総人口　 121,974人（+92）
　男　　　61,700人（+32）
　女　　　60,274人（+60）
総世帯　　50,208戸（+39）

市の人口
12月1日現在（　）内は前月比

　新年あけましておめでとうございます。毎年1月1日号の
恒例となった「お年玉クロスワードクイズ」(P14）は、スタッ
フが辞書を片手に毎回問題作りに頭を悩ませています。今
回の答えは、ことしの干支であるイノシシに関するもの。
兵庫県の丹波や神奈川県の丹沢地方では郷土料理としても
有名です。一説によれば、明治時代、丹波篠山に駐屯した
兵隊たちが除隊後全国に広めたとか。さて、「広報なりた」
は昨年の6月にリニューアルし、市民の皆さんからいろいろ
なご意見をいただきました。笑顔あふれる紙面、皆さんに
愛され役立つ「広報なりた」を目指しますので、ことしもよ
ろしくお願いします。

編集後記

月

「成田市成人式」8  日は

金 土

日 火月

月

月

土

懐かしい人との再会も

水


